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路
大
夢
の
稿
本
で
、
そ
の
風
の
容
は
能
B
W
外
捕
、
雲

一

ノ
ノ
イ
チ

野
々
市

石
川
純
白
襟
庄
に
臨
す
る

一一
対
。
内
明
東
西
二
一
白
除
武
。
南
北
二
百
六
十
武
。
泊

の
容
は
内
舗
の
風
光
を
辿
創
的
に
描
潟
し
、
所
々
に

一
部
首
問
。
正
朝
末
期
か
ら
お
懐
氏
の
治
を
飽
い
た
腕
で

一
崎
高
敏
尺
。
商
品
m
長
可
-
-
四
十
七
八
武
。
m
m商
皆
入
三

文
と
句
と
を
挟
み
、
自
序
及
び
嘉
永
七
甲
寅
の
夏
の
一
あ
る
が
、
務
政
時
代
に
は
北
陸
道
の

一
宿
腐
と
し
て

一
春
恕
一
蛭
ニ
辿
迩
4

南
mm
長
七
十
武
許
。
就
ν

中
三
十

自
訟
が
添
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
文
久
元
年
初
春
然
水
が

一
存
在
の
訴
訟
が
あ
っ
た
に
沿
ぎ
ぬ
。
そ
れ
で
も
都
内

一
歩
断
v
刊
削
減
一
九
明
外
水
↓
叉
六
七
歩
有
三
川
明
門
逃
4

叉
三

そ
れ
を
模
開
削
し
て
こ
加
に
改
め
た
本
も
あ
る
。

一
第
一
の
大
高
村
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
古
来
昨
日
辺
の
あ

一十
三
回
武
1
M
m
盟
問
存
。
西
北
一
邪
。
方
十
三
回
歩
。

ノ
ト
モ
ロ
ハ
シ
デ
ン
ス
ウ
モ
ク
ロ
空

能
登
諸
橋

一
っ
た
名
残
と
も
見
ら
れ
よ
う
。
邑
名
の
も
と
野
市
と

一
磁
般
向
存
。
古
中
H
m
v

館
以
ニ
箆
盤
↓
土
人
年
年
雄
v

回
滋

目

録

能
菅
閥
内

一
地
方
の
田
敏
目
録
に
悶
軍
一
m
白
か
れ
た
こ
と
は
、
一
一
一
宮
古
認
の
う
ち
水
引
沙
汰
滋

一
川町四
ν

能
。
鋤
鉱
工
水
問
。
京
v

今
隙
越
隈
々
可
ν
税。

開
州
諸
俄
六
郷
に
制
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
文
訟
は
、
一
分
事
の
僚
に
野
市
と
お
い
て
あ
り
、
廻
凶
刺
犯
に
も

一
矢
老
云
。
銭
幼
狛
似
ニ
城
桜
辛
一
存
↓
去
ν
今
不
ν

出
ニ
入

初
に

『
文
略
二
年
能
E
R
之
諸
橋
六
郷
田
敏
之
事
』
と
↑
『
明
れ
ば
野
の
市
と
い
へ
る
所
を
治
行
け
る
に
村
雨

一
九
十
年
外
二
苫
々
。
』
と
足
し
て
、
こ
L
A

に
は
務
ー同
の

把
し
、
次
に
各
帽
閣
の
境
界
を
鋭
定
し
、
各
郷
惣
回
数

一
に
持
一
ひ
侍
て
、
民
お
〈
る
一

一
利
雨
に
虹
き
え
で
の
L

一
郎
越
と
い
ふ
が
、
務
官
同
は
政
親
の
滅
後
御
率
履
か
ら

申
か
ら
治
不
・年
不
・河
成
を
除
い
た
も
の
を
見
作
間

一
雨
入
は
立
ち
も
を
や
ま
ず
0
』
と
あ
る
に
よ
っ
て
知
ら

一
移
っ
て
来
た
の
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
邸
機
氏
殴
批
の

と
し
て
ゐ
る
o

m
不
は
長
期
に
亙
る
荒
脇
市
地
で
、
年

一
れ
る
o
し
か
し
そ
の
訓
の
位
に
野
々
市
の
手
を
用
ひ
-
放
館
脅
削
現
用
し
た
こ
と

LAUは
れ
る
。
放
に
務
高
の

不
は
宮
年
限
の
不
作
地
で
あ
ら
う
。
見
作
凹
か
ら
跡

一
た
こ
と
も
甚
だ
古
く
、
邸
安
二
年
十
二
用
得
凶
加
賀
一
府
住
地
は
、
印
ち
邸
機
介
家
凶
以
来
の
館
逃
と
見
て

田
・人
給
を
除
い
た
も
の
を
定
聞
と
し
、
人
給
に
闘

一
介
の
軍
忠
朕
に
、『
於
野
々
市
日
々
夜
々
致
合
戦
部
。
』
一
よ
い
の
だ
ら
う
。
果
し
て
然
ら
ば
源
平
服
装
記

・
義

す
る
も
の
に
は
地
磁
・
守
制
叫
・
公
文
・万
謝
・番
顕
・村

一
な
ど
h

見
え
る
。
訪
問
或
は
野
々
市
が
布
市
の
利
融
一
綬
犯
に
W
刷
機
械
又
は
官
僚
館
と
記
さ
れ
た
も
こ
の
地

使
・
倣
仕
等
が
あ
り
、
文
部
の
最
終
に
は

『
文
限
二

一
な
る
こ
と
を
殻
〈
者
が
あ
る
が
、
布
市
こ
そ
野
，
市

一
で
あ
り
、
山
根
氏
総
炊
の
後
天

E
八
年
五
且
柴
町
勝

年
六
月
十
三
日
公
文
家
織
在
判
。
如
話
寺
雑
挙
法
橋
一
の
鐙
じ
た
も
の
で
、
鹿
長
二
十
年
三
且
五
日
加
賀
務
一
家
が
加
賀
に
入
っ
た
時
、

一
同
町
が
野
々
市
鑑
に
山
田
つ

快
禿
在
判
。
金
峰
山
雄
都
岡
井
桁
在
判
。
』
と
あ
る
。
も
一
の
老
院
柿
山
山
城
守

・
本
多
安
房
守
か
ら
拠
へ
て
宿

一
た
の
も
、
亦
こ
の
節
か
と
思
は
れ
る
。

と
前
肢
の
結
締
稲
荷
跡
祉
の
防
磁
ら
し
い
。
一
迭
人
足
m
m
M
の
見
合
印
を
示
し
た
郡
山
肌
に
、
布
市
村
一

ノ
ノ
イ
チ
シ
ン

野
々
市
新

石
川
郡
野
々
市
の

ノ
ト
ヤ
ハ
セ
キ

能
登
屋
巴
右

金
保
の
俳
人
。

一
肝
煎
総
百
姓
に
宛
て
た
も
の
を
見
る
に
止
り
、正
保
・
一
内
で
あ
っ
た
が
、

明
治
中
濁
立
の
部
族
と
し
て
取
扱

沼
斜
仁
右
術
門
。
甘
谷
の
後
を
受
け
て
聞
辛
亭
と
都

一
寛
文
・
点
字
の
お
辻
般
に
は
矢
狼
b
野
々
市
村
と
な
一
ふ
こ
と
に
な
っ
た
。

し
た
。

後
京
に
移
り
住
ん
で
公
氷
と
改
め
た
。
大
坂

一
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
部
訴
の
う
ち
小
宇
野
々
市
新
は
、

一

ノ
ノ
イ
チ
セ
ン
ベ
イ

野
々
市
煎
餅

延

賀
六
年

に
も
原
て
宮
雪
庵
と
い
う
た
こ
と
も
あ
る
。

一
明
治
中
分
制
し
て
濁
立
せ
し
め
た

o

Z

口
益
暫
上
に
『
野
々
市
煎
跡
、

F々
市
村
』
元
勝
七

ノ
ト
ユ
ウ
キ

能
登
遊
記
二
加
。
金
子
有
袋
詰
。

一

ノ
ノ
イ
チ
カ
ン
セ
キ

野
ノ
市
抽
出
遊

資
永
誌
に
、
一年
加
越
能
盗
物
部
上
艇
に

『
野
々
市
村
百
姓
之
内
五

文
化
十
三
年
三
且
廿
二
日
金
相
仰
を
覆
し
て
、
五
且
世

一
石
川
部
野
々
市
村
の
領
内
に
御
船
又
は
御
磁
の
郎
と
一
入
煎
餅
仕
候
O
』
と
あ
る
o
こ
の
限
併
は
石
川
郡
野
止

ご
日
に
至
る
ま
で
の
能
管
内
捕
の
紀
行
を
秘
文
で
記
一
い
ふ
閉
が
あ
っ
て
、
古
館
法
一
一
タ
所
の
内
一
令
所
に
は
一
市
に
益
し
た
の
で
あ
る
が
、
後
そ
の
味
談
に
沼
ぐ
る

し
、
多
〈
潟
生
町
を
姉
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
一
作
食
間
障
が
あ
り
、

一
今
腕
は
白
地
と
な
る
と
し
て
ゐ
一
が
放
に
漸
〈
設
へ
た
。

ノ
ト
ユ
ウ
ノ
ウ
能
登
遜
議
一
加
。
内
題
に
能

一司令。
石
川
訪
古
務
記
に
、
『
有
=
作
食
陣
祉
↓
低
担
問
銭
。
一

ノ
ノ
イ
チ
ゾ
ウ
リ

野
々
市
草
庖
延
箆
六
年
の

州
経
護
と
あ
る
。
毛
利
宇
山
の
能
B
R
に
於
け
る
詩
集
一
東
西
長
=
一
十
除
武
。
南
北
搭
二
之
。
内
有
=
ほ
問
弁
ゴ
智
一
名
護
醤
上
に
『
野
々
市
草
郎
、
野
々
市
村
』
と
あ
る
。

で
、
安
政
元
年
に
出
版
さ
れ
て
ゐ
る
。
一
井
狛
存
。
髭
石
依
然
。
余
谷
組
s
斜
地
。
乃
知
=
日
僚

一
石
川
郡
野
々
市
の
草
川
闘
が
有
名
で
あ
っ
た
と
見
え

ノ
ナ
Z

野
並

鳳
奈
部
臨
披
の
内
の
小
手
。
元

一
倍
外
越
べ
賀
永
誌
合
=
二
郎
-
以
銭
=
館
述
。
今
向
俄
二
る
。

政
十
四
年
の
文
相
U

に
、
臨
匁
至
郡
鹿
披
村
技
村
野
一
世
一
共
迩
4
鞠
お
=
茂
草
4
mm
系
二
古
朔
儲
羊
。
出
=
後
門
-
一

ノ
ノ
イ
チ
ノ
ウ
マ
イ
チ

野
々
市
の
馬
市

宮
地

村

と

あ

る

。

南

行

二

百

武

許

。

至

ヨ

邸

機

故

館

。

鎚

永

総

務

高

田

ν

一
諭
長
芋
二
年
日
路
城
攻
闘
の
伐
に
、
笠
間
兵
衛
家
次

六
六

J
J
Z
ヤ
Z
ツ
ム
宇

野
宮
光
宗
泡
稿
入
郎。

林
光
明
の
酬
明
と
い
ふ
。
長
門
本
車
家
物
附
に
、
mM
永

ノ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ン
ジ
ヤ

野
々
宮
神
社

河
北
郎
刈

安
に
在
っ
た
。
式
内
等
沼
祉
砲
に
、『
野
々
宮
前
枇
。

河
拍
郷
刈
安
村
銀
座
。
一
泡
之
総
位
。
節
社
共
有
三
五

世
4

故
都
二
五
祉
制
叩
到
-
也
。
』
と
あ
り
、
大
日
本
史
利

低
志
に
は
野
々
宮
を
延
喜
式
の
野
般
討
祉
で
あ
る
と

し
て
回
る
。
今
刈
安
に
あ
る
制
枇
は
笠
野
榊
枇
と
抑制

し
て
居
る
。

は
柳
栄
七
千
俄
人
野
々
市
の
お
市
に
陣
を
取
る
と
あ

る
。
石
川
細
野
々
市
で
近
郷
の
馬
区
を
凶
口
す
る
市

の
立
つ
時
別
で
あ
っ
た
ら
う
。
滞
政
の
末
に
至
。
、
安

政
元
年
か
ら
叉
野
々
市
に
潟
市
が
立
て
ら
れ
た
。

/
/
イ
チ
ヤ

野
々
市
屋

金
期
限
川
魚
市
説
草

創
以
来
の
住
人
で
あ
っ
た
と
係
へ
る
o
改
作
所
巡
記

幅
削
級
事
保
三
年
の
上
巾
笹
に
、
野
々
市
屋
支
右
街
門

が
高
直
に
魚
を
m
H
っ
た
抑
制
、
十
村
子
第
の
内
金
持
に

総
出
、
杭
自
に
仰
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
年

久
し
〈
し
て
委
細
が
分
ら
ぬ
と
あ
る
。
然
れ
ば
野
止

市
屋
五
右
衛
門
の
こ
と
は
事
保
か
ら
係
棋
以
前
の
こ

と
で
あ
ら
う
。
野
々
市
監
は
魚
屋
間
に
あ
っ
て
、
そ

の
尻
地
は
椋
木
畠
の
御
厩
町
で
あ
っ
た
。
務
氷
山
凶

子
孫
五
右
衛
門
の
時
間
帯
即
日
し
て
こ
の
地
を
去
っ
た
。

ノ
ノ
イ
チ
ヤ
シ
ョ
ウ
ヂ

野
々
市
屋
小
路

金
相聞

の
部
制
名
。
積
出
屋
町
か
ら
緋
木
品
御
厩
綴
へ
往
く
小

路
を
い
う
た
o
部
家
野
三
m
屋
の
桜
辺
り
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
今
は
下
掛
木
自
に
邸
し
て
ゐ
る
。

J
J
Z

野
々
江

珠
制
部
飯
田
郷
に
臨
す
る
本

江
寺
・臨
野
は
、
明
治
中
併
合
し
て
野
々
江
と
抑
制
す

る
こ
と
に
し
た
。

J

J
ギ
ハ
ナ
乃
々
木
鼻

臥
京
都
岩
取
の
阪
方

に
突
出
す
る
も
の
で
、中
間
陪
の
糾
明
ぬ
と
桐
到
し
、

申
原
抽出
を
抱
く
。

• 


